





























































































































































































C : 1はし、はい!J (クラスの児童3分の lが手を挙げる)























C1 : 1北に黒板があるから， N極は北を向くのだと思いま
す。J
C2 : IC1の意見ではなくて，磁石を浮かべたとき，真ん中
で磁石は北を向いていました。磁石の中にしくみがある
と思います。」
C3 : 1僕は北にでっかい磁石があるからだと思います。J
C4: 1僕はC3の意見左同じです。北極の全体がとても大き
なS極の磁石になっていて，あと北極だけじゃそんなに
動かせないと思うので，南極も大きなN極の磁石なんだ
と思います。J
C5 : 1そんなの無理でしょ，北極はここから遠いよ。」
C4 : 1南極と北極の面積はそれよりも大きいよ。J
C2 : IC4が言ったことなんですが，僕は北海道に車で行つ
たことがあるんですけど，青森に行くだけで300kmでし
た。海とかもあるので，いくら北極が大きいとはいえ，
僕は磁石はくつつかないと思います。」
C4: 1北極と南極の全体が強力な磁石だったら，多分くっ
つくと思います。J
T: 1ともだちの話を聞いて，自分の考えができたら，プリ
ントに自分の考えを書いてください。J
クラスの児童には，単元を通して学習した既習
経験はあった。それぞ、れの児童が思っている地球
の大きさのイメージがばらばらで、あったため， C4 
の言う北極全体の大きさのイメージを共有できな
かったようである。またC2の言う「磁石を浮かべ
たとき，真ん中で磁石は北を向いたJというのは，
単元の6時間目で、水槽の上に磁石を置いて，磁石
の動き方を観察する実験を通して，児童全員が同
じ経験を共有している。既習学習の経験や生活経
験を参考に，児童自身が自分の予想を持って臨ん
でいた。
4 考察
(1)事例ごとの課題設定に対する考察
[事例 1]
事例1では，事前調査アンケートの結果を基に，
「磁石の不思議な力を体感しようJという学習課
題を設定した。黒板に付けたネオジム磁石をとる
ように問し、かけたところ，ほとんどの児童が「と
ってみたしリとしづ反応を示した。また，振り返
りから，ネオジム磁石に対する興味・関心の記述
が見られ，驚きやインパクトが与えられたと考え
られる。このことから，多くの児童の学習意欲を
高めることが出来る課題で、あったといえる。しか
し強力磁石の強さを体感させたことで，熱題解
決に向けた積極的な意識付・けを与えられることは
分かったが，次時の学習内容との関連性を考慮す
る必要があった。
[事例2]
事例2では，毎時間のプリントの振り返りに記
述されていた児童の疑問について拾い上げ， I磁石
を自由に動かすとなぜN極は北を向くのか考えよ
うJという学習課題を設定した。本時では，自分
の意見を明確に持っている C2とC4が中心となっ
て熱心な議論が交わされた。 C2は単元 6時間目，
7， 8時間目に行った磁石を水槽に浮かべる実t験を
基に自分の考えを語っていた。 C2の考えの聞いて
いたクラスの児童も閉じ既習学習の経験があった
ため， C2の意見を支持したように考えられる。 C4
や C5はクラスの児童全員に共通する既習経験の
ほかに，地球全体の広さのイメージが明確に持つ
ごとができたようである。
二人の児童の議論を聞くことで，他の児童も課
題意識を高めることができたが，二人の議論に意
見を挟もうとするまでには至らなかったOしかし，
学習プリントにある振り返りから，課題への興味
や関心を示す児童が多く見られた。
(2)学習意欲を高めるための課題設定
事例1では，驚きやインパクトを与える耕オを
使った学習課題，事例2では，多くの児童の疑問
を取り上げた学習課題を設定した。この実践から，
学習意欲を高める効果的な学習課題について，以
下のようにまとめることができる。
203 
①児童の既習経験と関連する学習課題
②驚きやインパクトを与えることのできる樹オを
用いた学習熱瞳
③既習学習から多くの児童が疑問として考え，解
決したいと思える学習課題
このような学習課題を設定するための有効な
手段は，以下の通りである。
①事前調査アンケートを利用し，単元に関する児
童の既有経験を教師が把握すること
②学習プリントやノートに， I学習を通して疑問と
思ったことや解決したいことjを明記させ，必
ず事後に教師が掌握すること
5 到達点と課題
(1)到達点
本研究を通して，児童の学習意欲を高めるため
には，児童の既有経験や学習の中で生じた疑問に
関連させた視題を設定することが，有効であると
分かった。
(2)熱唱
授業を通して，児童の学習意欲を高めるために，
効果的な課題を設定することができた。さらに，
そのような課題を設定する上で， 学習意欲が次時
以降にも持続する課題設定の必要性が見られた。
今後は，こうした学習課題が観察や実験を通し
て，児童自らが解決できるような授業を実践し，
検証してしえ。
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